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1 ～ 2 ％ほどの減少を続け、この10年間でおよそ16％にあたる10万件以上が減少している
ということになる。また、今後についても婚姻件数が上昇するということは考え難く、毎年

















図 1 婚姻件数推移 
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4 千円であった。2013年の調査では23万 2 千円であったことから、こちらも「婚約指輪」同
様に過去 5 年間で 2 万円ほど上昇している2）。
ブライダルジュエリーのブランドは、世界 5 大ジュエラーを中心とした海外高級ブランド
と国内ブランドの 2 つに分けられる。世界 5 大ジュエラーとはHARRY WINSTON（ハリー
ウィンストン／アメリカ）、Cartier（カルティエ／フランス）、TIFFANY ＆ Co.（ティファ
ニー／アメリカ）、BVLGARI（ブルガリ／イタリア）、Van Cleef ＆ Arpels（ヴァンクリーフ
＆アーペル／フランス）の 5 ブランドとなっており、特に20代後半から30代の女性を中心に
人気が高い。国内ブランドはプリモジャパン（株）が展開するⅠ-PRIMO（アイプリモ）・
LAZARE DIAMOND（ラザールダイヤモンド）の 2 ブランド、（株）ニューアート・シーマ
が展開する銀座ダイヤモンドシライシ・EXELCO DIAMOND（エクセルコダイヤモンド）の





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 9 披露宴に招待したい人数              図 10 披露宴で提供したい料理 
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図11　披露宴で行いたい演出
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てなしをしたいという理由から披露宴における料理・飲物などの単価は上昇しており、披露宴
の演出も列席者を退屈させないという理由から「参加型」の内容が増加している。おもてなし
と感謝の心を伝える場としての挙式・披露宴であるということを更に色濃く伝えていくことが
できれば、披露宴・披露パーティーをおこなう件数・単価は確保できるのではないかと推察さ
れる。
３．アフターウエディング市場の開拓
ブライダル市場の商品構成は前述したとおり、結婚を決める段階から新婚旅行までとなって
いる。結婚した後は 1 年目の「紙婚式」から50年目の「金婚式」、75年目の「ダイヤモンド
婚式」まで毎年が記念日として設定されているにも関わらず、一般の認知度は低い。とはいえ
「スイートテン・ダイヤモンド」といわれる10周年にダイヤモンドリングをプレゼントすると
いうイベントや「銀婚式」「金婚式」などの節目における会食会など、ポイントでお祝いをお
こなうケースは存在する。さらには、「バウリニューアル」という記念日を大切にしようとい
う言葉も最近では聞くようになってきた。筆者が担当したお客様の中にも結婚記念日には毎年
必ずホテルの写真館で家族写真の撮影をし、レストランで食事をするという夫婦がいる。年が
経つにつれて一人また一人と家族が増えていき、現在では 4 名の家族写真となっており、子
供たちも年々成長している姿を見ることができる。こういった夫婦を増やしていくことによ
り、結婚は一過性のものでなく、今後の人生における新たなスタートの場であると改めて認識
することにより、記念となる場所の利用促進をし、新たなブライダル市場の分野として明確に
整備していくことが必要であると考える。
ホテルではプリンスグループの「菊花会」や帝国ホテルの「インペリアルグレースクラブ」、
京王プラザホテルの「エグゼクティブカードW」など、結婚式を挙げた夫婦に対する特別な
会員組織が存在はするものの、会員事務局というウエディング部門とは別部門が管轄している
ことが多いため、そこにウエディングプランナーが関与するケースは少ない。ウエディングプ
ランナーは日々の新たな新郎新婦の対応に忙しく、以前に担当した夫婦のケアまではなかなか
できていないのが現状である。整備するにあたってはクリアしなければならない問題がまだま
だ多くあるものの、この点を整備できれば新たなウエディング市場の分野として伸ばすことが
できると推察される。
Ⅴ．今後の課題を整理する
本研究では改めてブライダル市場の現状を調査し、今後の展望を考えるということを目的と
した。その結果、ブライダル市場は全体的な人口減という大きなマイナス点があるものの、
様々な点を整備すれば決して一気に衰退してしまうという市場ではないと考えられるようにな
った。また、ウエディングに対する学生のアンケートを見ても、ウエディングに対するイメー
ジは依然と比べて悲観的になっているわけではなく、いまだに根強く前向きなイメージがある
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ことが分かった。
ただし、このまま今まで通り何もしなければ衰退してく市場であることは明白である。「ナ
シ婚の減少」「おもてなしウエディングの推進」「アフターウエディング市場の開拓」などの問
題に関する整備はもちろんであるが、ウエディングプランナー個々人がウエディング当日の一
過性の知識のみでなく結婚における前後の知識や対応力まで身に着けていかなければいけない
と考える。今後はそのような人材を育てていくためにウエディングのすばらしさを教えつつ、
様々な知識を身に着けるような指導をおこなっていきながら、ブライダル市場の動向を引き続
き注視していく。
【注】
1）株式会社矢野経済研究所「ブライダル市場に関する調査」https://www.yano.co.jp（2019. 9. 10）
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3）「みんなのウェディング　ナシ婚に関する調査2017」http://www.mwed.jp/（2019. 9. 10）
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